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　The　 effects 　of 　various とunin （エ acids 　 on 　the　 acid 　production 　 of　lach（・acid 　bacteria　wpre 　studi ρd　for

nine 　strains 　of 　Lα‘
・
’obac ’”u．s，　two　stra1ns 　uf　Lαc’‘）c

・
‘κ
・
‘
幽
tts、　and 　one 　strain 　of ∫trep’ρ（

・
（Jc
・
c
’
tl．s、　The 　ami 且lo　acids

w ？ re　added 　in　50−mg 　amolmts 　to　lO｛〕ml 　of　skiln 　milk ．

　The 　type　of　ilLhib且Ung ，　st！inlu】ating 　or　 I1‘】肛1−effectivc 　alllill〔） acid 　f〔｝r　ac 】d　prr》ducti〈｝n “ ns 　different　f〔〕r

each 　 strain 　 of ［actic 　 acid 　bacteria．

　 L−Cysteine　田 ｛d　L−cysLine 　stiniulated 　8　0f 　the　g　strains 　〔，f　Lcl‘’toha 【ゴ”肘∫，“壁Li】e　inhib孟ting　the

∫’厂eptf ）（
』
θ ‘
1
・
’
u．s’　strai 田 ised 　in　this　study

　Gly（
・
1ne 　 stiinulat，e〔l　tc，　 a　smail　 exteht 　four　 strains ⊂，f　Lactob ‘lci〃星’s，　but　inhibited 〔me 　 slrain 　or　this

gelms・

　 L−Aspa【
’
tlc　acid ，　L−niethionilie ，　L−isu）ettcine ，　and 　L−iヒ・u 〔：i艮 e　getierully　hdhibiteし旦a，　uld 　pr〔，ductiu塵L

　Th 〔
・U ’（

・
’‘めα ｛’〃u．s　a聖1d　St’て〜pto‘

・
θ 〔
・
【
・
螂 stratns 、、℃】

’
e 　srimulated 　by （，rle ‘＞r　morp 　of　the　amillo 　a（

．ids　used 　in

しh 〔
・study ，　 zvhile 　7　strains 　of 　h α 【

’tt｝ha 〔
・’〃tls、　 and 　the　hoぐ Fθ c θ 【

幽
ピ ‘’∫ 　rllld　∫tre’π θ ‘

’tn ’｛幽t‘∫　sτrains 　lest ρd 　、、
’erP

inhibited　by　one 　or 且n 〔｝re 〔｝f　the　adderl 　amino 　acids 、
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　 1，緒　 言

　著者は ，脱脂乳 に 加 え られ た 種 々 の 動植物性材料に

よ る乳酸菌発育促進効果を明ら か に す る ため，主 と し

て Lac’toh ‘lcitittS ‘
・
a．sei　subsp ．｛．’a．s’ei　S−1 （1［】分類名 ha〔

・t，

acidophit ”s　S−1） と Lac・t，　 casei 　YIT −9018 を 用い ，一連

の 研究 を行 っ て きた．その 結果．ア オ ノ リ
，

ア オサ
1．

や 米胚 芽
一

が 著 しい 発育促進効果 を示 す こ と を見出

し，こ れ ら に 含まれ る発育促進物質の
一

つ が Mn で あ

る こ と を明 ら か に した．また、そ の 際，Mn 以 外 に も

何 らか の 有機物 に 発育促進効果があ る の で は ない か と

示唆 した．

　脱脂乳へ の ア ミ ノ 酸添加 の ヒ記 2 菌株 の 酸生成 に 及

ぼ す効果 に つ い て は す で に検詞 し，L一シ ス テ イ ン，　 L一

シ ス チ ン が 苔 1：

酸生成 を促進 す る こ とを明 らか に し

た
1

．さ ら に，他 の 乳酸 菌 に対
’
す る ア ミ ノ酸 の 酸牛成

に及ぼ す効果に つ い て明ら か に した い と考え，既報

で Mn の 発育促進効果 に つ い て 調べ た 日本乳 業技術協

会 の 分譲 菌 7 株 お よ び 発酵研究所 の 2株 と他 の 1 株 を

と りあげ検討 し，若 Iiの 知見を得たの で 報告する．

　2．実験材料お よ び方法

　（1＞ 試　 料

　 L
一ア ラ ニ ン，レ ア ル ギ ニ ン 塩酸塩，［．一ア ス パ ラ ギ ン

酸，グ リ シ ン，L
一
グ ル ダ ミ ン 酸，　 L

一
ヒ ス チ ジ ン 塩酸塩

・
水和物 ，

L
一
ヒ ドロ キ シ プ ロ リ ン ，　 L

一
イソ ロ イ シ ン ，

L
一ロ イ シ ン，L

一リ ジ ン 塩酸塩，　 L一メチ オ ニ ン ，L
一フ ェ

〔IO85） 35

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本 家政 学 会誌 　Vol．47　No．11 〔1996）

ニ ル ア ラ ニ ン ，L
一

フ ロ リ ン ，　 L
一
セ リ ン，　 LL ス レ オ ニ ン ，

L
一
トリプ トフ ァ ン ，L一チ ロ シ ン ，　 L一バ リ ン，【厂 シ ス チ

ン （以 ヒ特級相当品，味 の 素 株・製），［，一シ ス テ イ ン

〔特級，片山化学 i：業   製〉を用 い た．

　 （2） 供試菌株

　 日 本乳業技術協会分譲菌の La （
’
t，　heiveticus　B−1，lact，

α‘
・idophitus　L−54，　Lac・t，　 c

・
asei 　 subsp ．【

・
asei 　L−14，　Lnct，

deihrtieckii　subsp ．　 buigari（’us 　B−5b．　 Strepto‘’occus 　sa ・

lii’ari ”s 　subsp ．　thermophilus 　510，　LCicto‘’o ‘
1cus

　ta‘’tis

subsp ．　tactis　 527、ムt　（
・toπ ’o （

・
‘
・
us 　lactis　subsp ．　cremoris 　H −

61，お よび発酵研究所の Lac・t．　 paracasei　 subsp ．　 para−

｛
’
asei 　IFO−3533， Lα（

・t．　deibr” eckii 　subsp ．　butgari（・tl．Y　IFO−

13953 を用 い た．また，LCiC・t．‘
・
asei 　YIT −9018 （ヤ ク ル

ト本社研究所 よ り分譲 さ れ た もの ），Lact．　casei 　subsp ．

casei 　S−1 お よ び Ltl（1r．　 paracasei 　 subSp ．　 parac
’
asei 　S−2

〔1日分類名 Lnct．　 b‘tlgari‘
1tis

　S−2｝（L；k ヒ2 株 ：九州 大学

農学 部水産化学第 ．1教室よ り分譲 され た もの ［ も用 い

た．

　〔3） 使用培地

　 日本業技術協会分譲 菌の LCtctoba（’illusの 4 株は乾燥

菌体 を 10％ 脱脂乳培地 で培養 し．既 va　” まで と1司じ保

存培 地 で 保 存 後，前 培 養液 で 培 養 し，LactOcocc’us

お よ び ∫treptoc’o （
’
cus の 3 株 は 1〔〕％ 脱脂乳培 地 で 培 養

後前培 養 した．発酵研究所の 2 株は指定の培地 （復水

液 ：IFO 培 地 No．702，復 元培 養液 ：IF（
．
）−3533，　 No．

804 ；IFO −139　53，　 N 〔♪．803 ；保存継 体用 培
・地 No ．　205｝TI

で 培 養後，前培養 した．

　前培養培地は 前報
11

まで と 同 じく，ペ プ トン
ー
酵母

エ キ ス ーブ ドウ 糖培地 で あ る．す なわ ち，O．5g の ペ

プ ト ン，O．5g の 酵 母 エ キ ス ，1．5g の ブ ド ウ糖を水

100ml に 溶解 し，　 pH を 6．8 に 調 製 した ．ベ プ トン は

片 山化学一L業 ：掬 製，酵母 エ キ ス は 大 五 栄養化学 株 1製

で あ る ．

　脱脂乳 は 前報
1
まで と同様 に 調製 した．す なわ ち，

8g の 脱脂粉乳 （雪印
“

ス キ ム ミ ル グ ） と 2g の ブ ド

ウ糖を水に 溶解 して 100mlと した． 2 倍濃度の 脱脂

乳 は 16g の 脱脂粉乳 と 4g の ブ ドウ糖を水に 溶解 し

て 100ml と した．い ず れ も pH 　6．8 に 調整 した．

　〔4） 培 養 法

　培養 は 前報
h

まで の 方法 に準 じて行 っ た ．す な わ ち．

2倍濃 度 の 脱脂乳 10m1 を 5〔｝ml 容 量の 綿栓．三角 フ ラ

ス コ に 人 れ， こ れ に 10mg の ア ミ ノ 酸 を含む水溶液

IOnilを加え調製 した．殺菌は 卓 ヒ高速滅 菌器
’‘
ト
ー

ヨ ーシ ビ ア ス SVS−20 ”
（東洋 製作所製｝ を用 い て ，

116−− ll9℃ ， 20 分間行 っ た．な お，溶 解度 の 小 さい

1．一シ ス チ ン，【．一チ ロ シ ン に つ い て は，50ml の ：
．
三角フ

ラ ス コ に 1Gmg 量を秤量 して 10ml の 水を加え，これ

に 2倍濃度 の 脱脂乳 10ml を加え攪拌 して 用 い た．

　接種菌 は 前培養液 を 遠心分離後 ， 沈澱菌体を前培養

液 と同量 の 滅菌生理 食塩水で 懸 濁 して 調 製 し．そ の

0．2ml を試験脱脂乳 20　m1 に 加え ，各菌株 ご と に所定

の 温度，時間 で 培養 した ．

　（5） 酸生成量 の 定量

　培養後 の 脱脂乳 の 0．1NNaOH 滴定値か ら，培養前

の 脱脂乳の 0．lNNaOH 滴定値を差 し引き，得 られ た

値を乳酸量 に換 算
NI

して酸生成量 （g／100　ml ） を求め

た．なお，同
一

条件で の 2 個 の 試験 脱脂乳 の 酸生成 量

の 平均値 を と っ た．

　 3．実験結果お よ び考察

　種 々 の ア ミノ 酸 の 各種乳酸菌の 酸生成に 及 ぼ す効 果

に つ い て検討 した．す なわ ち，20 種の ア ミ ノ酸をそ

れ ぞ れ 脱脂乳 100ml あた り 50　mg の 濃度 で 添加 し，
La（

・teba （
・iiltiS　7 菌株，　 La （

・
tococ’〔・us 　2菌株 をそ れぞれ接

種 した．各菌株ご とに 所定の 温度，時間 で の 培養後，

酸 生 成 量 を 定 量 し た，こ れ ら の 結 果を Fig，1− 3 に 示

す、な お，図 中の 数字は 対照 （ア ミ ノ 酸無添加P の 酸

生成量 を 100とした ときの ア ミノ酸添加脱脂乳 の 酸生

成量 の 割合 で あ る．

　図 に示す よ うに，ア ミ ノ 酸 は 各種乳酸菌の酸生成に

対して，促進的に働 くもの ，阻害的 に 働 くもの，影響

を与えな い もの が あ っ た．

　Fig．1の La（
・
r．　 hetvetic“s　 B−1に 対して は ，　 L

一
シ ス テ

イ ン と L
一

シ ス チ ン が 約 30％，L
一
ア ス パ ラ ギ ン 酸，　 L一

グ ル タ ミ ン 酸，グ リ シ ン が約 15％ 多く促進 し，［．一ヒ

ス チ ジ ン ，L
一チ ロ シ ン が 12％ 少 な く阻害 した ．平林

ら
辱

は，こ の 菌に 対する酵母 エ キ ス 中 に含まれ る酸生

成促進 物 質 と して セ リ ン を同定 し，1．一セ リ ン は低濃度

CO．　05　mg ／ml ＞で 促進 したと報告して い る．そ れ ゆ え，

脱脂乳 に 0．Ol，0．05，0．1，0．5mg ／ml の 濃度 で L一セ

リン を添加 し て酸生 成に つ い て 検討 したが，Fig．4 に

示す ように促進効果 は 認 め られなか っ た，’lt林 ら
腎
は

ブ ド ウ 糖 を加えな い 10％ （w ／v）脱脂乳 を 82・− 8：S℃，

30 分間殺 菌 し て 用 い ，前培養液 と して 脱脂乳培地 を

用 い て い る こ とな どが 本報告の 実験 条件 と 異な っ て い

る．

　面 c’．acidophilus 　L−54 で は，グ リ シ ン が 15％，　 L
一
シ

ス テ イ ン ，L
一
シ ス チ ン が 約 10％ と わ ずか に 促進 し，

36 ｛10861
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　 　 0
　　　　 0　　Ab　Arg　Asp　G  　Gly　HiS　Hyp　Ik∋　 Leu　Lys　Me［　臨e　Pro　Ser　Thr　Trp　Tyr　Val　CySH　Cys

門g，1，Effects　of　various 　amino 　acids 　on　the　acid 　production　of 　lacUc　acid 　bacteria　in　skim 　milk （1）

To　an 　aqueous 　soluUon 〔／olltailling 　lO　mg 　of 　each 　a涌 no 　acid ，10　ml 　of　skim 　milk
°

was 　added 　and 　mixed

ヒhoroughly，　This　mixture 　was 　aut   elavecL 　for　2〔｝ min 　at　l　16−119℃，before　O2　ml 　of 　a　precu ［tured 　bacterial

strain ，　 which 　had　beeIt　 preclpit且ted　by　centrifugation 　and 　suspellded 　in　a 　O．9％ Naα 　sohltio11，　 was

inoculaヒed ．　After　 incubating，　the　amount ．　of　acid　formed 　was 　evaluated 　by　titrating吋 しh 〔｝．l　 N　NaOH 　 aIld　is
expressed 　as 　the　 amount （g／100　ml）converted 　to　lactic　acid ．　The　figures　 above 　each 　bar 　represents 　the

ratio （％ ）of 　the　amount 　of 　acid 　produced　in　skim 　mnk 吋 th　an 　added 　amino 　acid ω that．　in　straight 　skim

m 且k．覇The 　skim 　milk　solution 　contained 　l6　g　of　dried　sk 玉m 　milk 　and 　4　g　of　g［ucose 　in　100　m1 （pH　6、8）、

L
一
ア ス パ ラ ギ ン 酸が 50％，L一ロ イ シ ン ，　 L一メ チ オニ ン

が 30〜40％ と かなり阻害した．Lxrct．　 casei 　subsp ．casei

L−14 で は
，

グ リ シ ン が 26％ 促進 し，L一ア ラ ニ ン ，　 L一

イ ソ ロ イ シ ン が 22％，［．一グ ル タ ミ ン 酸，L一ロ イシ ン ，

L一メ チ オ ニ ン が 約 35％ 阻害 した．また，L
一

シ ス テ イ

ン ，L一シ ス チ ン が約 15％ とわ ずか に 阻害 した．

　Fig．2 に 示す Lact．　detbrueckii　subsp ，　b“tgaricus　B−5　b

で は，グ リシ ン，L
一シ ス テ イン ，　 L

一シ ス チ ン が 10〜

15％ とわずか に促進 し，L
一
ア ス パ ラ ギ ン 酸，1，一ロ イ シ

ン，1，一メ チ オ ニ ン が 21− 25％ 阻害 した．LXict．　paraea−

sei　subsp ．　pa 厂acasei 　lFO −3533で は，　 L
一
シ ス テ イ ン，　 L

一

シ ス チ ン が約 50％ と か な り促進 し
，

tr ロ イ シ ン
，

［．一

メ チ オ ニ ン が約 40％ ，L
一ア ス パ ラ ギ ン 酸，　 L一イ ソ ロ

イ シ ン が 約 20　
Ol
． と明 ら か に 阻害 した．　 hα ct．　delb厂uec ・

kii　subsp ，　bulgarieus　IFO−13953 で は ，い シ ス テ イ ン，

L−・シ ス チ ン，L
一
リジ ン が約 30％促進し，グ リ シ ン が

63％ と著 し く阻害 した．

　 また ，
Fig．3 に 示す LaCt．　pa厂acasei 　subsp ．　paracasei

S−2で は ，L一シ ス テ イ ン ，　 L一シ ス チ ン が約 30％ 促進 し，

［．一ア ス パ ラ ギ ン 酸 tl
．一イ ソ ロ イシ ン ，L

一ロ イシ ン，L一

メ チ オ ニ ン が 20〜30％ 阻害 した．lnctococcus　 lactis

subsp ．　lactis　527，　 Lactococcus　ia‘・tis　subsp ．　cremoris 　H −

61 で は，どの ア ミ ノ 酸に も促進 されず，L
一イ ソ ロ イ

シ ン で それぞれ 15， IO％ とわ ずか に阻害され た．

　脱脂乳培地で の ア ミ ノ酸の発育促進効果 に つ い て は

ヒ述 の 平林ら
tl
の報告の ほ か ，次 の よ うな報告 が あ る．

Znraw ら
：ft

は コ
ー

ン ス チープ リ カー
の La（

・
t，　casei に 対

す る 発育促進物質 の
．一つ が フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン で あ る と
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Fig．2．　Effects　of 　various 　anlino 　acids 　on 　the　acid 　producti 〔m 　of　lacti（l　acid 　baeteria　ill　skim 　mi ］k （2）

The　experimental 　procedures　were 　t．he 　same 　as 　those　s．　howm 　in　Fig．1．

同定 し，Nakagakiら
　／1
は 大哮：抽出 1夜か ら，　 L一ア ル ギ ニ

ン，L
一トリ プ トフ ァ ン な ど を分離 し，　 L

一ト リ プ トフ ァ

ン が La（
’t．　a（

・idophi’us に 発育促進効果 をもつ もの の
．．．．一

つ で あ る こ と も明 ら か に した ，

　東尾ら
1’．
は，Strepto（’o （

’
（
1tls

　 ther’nophitus と Lact．　 bttt・

garic
・
us の 共生 に お い て ，　 ttict．　butga厂icusの 産生 す る

ヒ ス チ ジ ン，バ リ ン ，メ チ オ ニ ン ，グ ル タ ミ ン 酸，ロ

イ シ ン の 5 種 の ア ミ ノ 酸混 合物 が Str．　thertnophitus の

生育を促進す る とし，Bautistaら ：t｛1

も Str．　thermophiltis

と LXi（’t．　h［dgarictt．s との 共生 に お い て ，な’〔
’
t，　 bulgari（

’us

産生する ヒ ス チ ジ ン とグ リ シ ン が Str．　thermophitus の

酸生成を促進す る こ と を見出 した．

　 ま た，Marshallら ］4
は ヒ ト由来の ltlct．　 acidophiius

が シ ス テ イ ン に よ り生育が促進 され る が，他 の 含硫 ア

ミ ノ 酸 で あ る メ チ オニ ン
， シ ス チ ン に は促進効果 は 認

め られ ない こ と，それ は 遊離 SH 基 に よ る 酸化還元電

位 の 低 f に よ る もの と思 わ れ る と報告 して い る．

　こ の ように ， 菌株に よっ て促進する ア ミ ノ 酸 も種 々

の よ うで あ る．しか し，阻害 に つ い て の 報告 は あ まり

見当た らな い が ，グ リ シ ン の 繝 菌類へ の 抗菌作用 に つ

い て は よ く知 られ て い る．

　つ ぎに，各菌株 の 酸生成の 促進，阻害 の 比較をわ か

りや す くす る た め ，Fig．1− 3 の 各菌株 の 各種 ア ミ ノ

酸添加 に よ る 酸生成 量の 増加，また は減少量と無添加

の対
．
照との 割合 （％ ）を酸 ！k成 の 促進率，阻害率 と し

て 計算 し，Fig．5 を作成 した．1．一シ ス テ イ ン と 1．一シ ス

チ ン は ほ ほ 同 じ傾向を示す の で
，

1．一シ ス テ イ ン の み 示

した，なお，す で に 報 告 して い る hact．（
・
asei 　subsp ，

（
’
asei 　S−L　 Lnct．　casei 　YIT−9（）18；

，および Streptoco（’（’tt，s

h
’
aiil

’
arius 　subsp ．　thennophilus 　510

トi
も加えて 図示した．

　Fig．5 に 示す よう に ，
　 Lr シ ス テ イ ン は LCiC・tohaci〃us

9 菌株 中 8 菌 株 の 酸生 成を 促進 し た ． し か し，

Streptoco（・‘・ltS の 1 菌株 は 約 50％ とか な り阻 害 され た．

また，グ リ シ ン は Lac’tobac’i〃tl．s の 4 菌株 の 酸生成 を促

進 した，しか し， 1 菌株は グ リシ ン に よ り著 しく附害

され た が ，E∴ リ ジ ン で 促進 され た．その ほ か ，【厂 ア ス

パ ラ ギ ン 酸，し
一
グ ル タ ミ ン 酸，L

一
ヒ ス チ ジ ン，　 L

一プ ロ

リ ン，L一ス レ オ ニ ン もわずか に促進 し，供試 した 12
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　 　 O
　 　 　 　 O　　A亅a　 Arg　Asp　G  　 Gly　 H捻　 Hyp　 【k　 玩u　Lys　 Meし　肺e　Pro　Ser　 Thr　Trp　Tyr　Val　CySH　Cys

Flg．3，　 Effects　of　various 　ami 【lo　acids 　on 　the　acid　producti〔）n 　of　lactic　add 　bacteria　ill　skim 　miik （3）

The　experlment 田 pro〔
・
edures 、 ere 　the　sa　Tll｛、　as　those 　sl1叭 Ψll　in　Fig、1．

菌株中 10菌株は 20種の ア ミ ノ 酸の 1種あ る い は数種

類 で 促進 された． しか し，L【κ
・tococc・us の 2 菌株は ど

の ア ミノ酸 に よ っ て も促進 され な か っ た．

　酸 生 成 を 全体的 に 阯害す る傾 向が あ る ア ミ ノ酸 は，

L一ア ス パ ラ ギ ン 酸，L一イ ソ ロ イ シ ン，1．一ロ イ シ ン，　 L一

メ チ オ ニ ン で あ っ た．また，L一ア ラ ニ ン ，　 L一グ ル タ ミ

ン 酸 ，
L一プ ロ リ ン、　 L一セ リ ン

，
　 L一トリ プ トフ ァ ン，［t一

チ ロ シ ン な どの ア ミ ノ 酸 も菌株に よ っ て は 阻害 し，
hactoba（

’illusの 2 菌株 を除 く 10菌株は そ れ ぞ れ 1 種

あ る い は 数種類 の ア ミ ノ 酸 で 阻害され た．

　Str．　 salivarius 　subsp ．　thermophitus 　510 は L一ア ス パ ラ

ギ ン 酸で 著しく阻害され，1．一シ ス テ イン
，

【．一シ ス チ ン，

L一セ リ ン ，L一プ ロ リ ン など多くの ア ミ ノ 酸で 阻害され

る こ と は
， 供試 した他 の 菌 に 比 べ て 特異的 で あ る．

　なお，Fig．5 の ような図 は，既報
二⊂．

で も用 い たが，

各菌株 の 酸生成 の 促進，阻害 を比較す る の に 価値 の あ

る 方法 と思 わ れ る．

4．要 　 約

脱脂乳 に 添加 した 各種 ア ミ ノ 酸の 乳酸菌の 酸生 成 に

　 　 E

　 　 8

　　蚤
　　81

．0

　　 琵

　　 号

　 　 だ

　 　 さ

　 　 8
　 　 E
　 　 く 　 0
　 　 　 　 　 　 0　　　0、Ol　　〔，．05　　　0．1　　　0，5
　 　　　　　　　 Serine（mg ／ mD

Fig．4．　Effect　o 『L−serine 　on 　the　acid 　producti｛〕n 　 of

　 　 　 Lactoh‘置d 〃us 　heh・e”（
’
ltS　B−1　 ill　 skim 　 nnilk

The　 experiniental　 prucedures 、vere 　 the　 same 　 as　 thos〔ユ

sho “ n ［n　Fig．1．

及 ぼ す 効果 に つ い て 検討 し た．

　肋 cω 加 ぐ1〃邯 9 菌株，la（．’to（’occus 　2 菌株，　 Srreptoco‘’・

cus 　1 菌株 に つ い て，ア ミ ノ 酸 を脱脂乳 100　ml に 50

m9 添加 して ，次 の 結果を得 た．
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．
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，
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Ab　Arg　Asp　Glu　Gly　日給　　Hyp　be　　Leu　Lys　Met　Phe　Pro　Ser　Thr　Trp　Tyr　V副　　CySH

Fig，5．　Rate　of 　stimulation 　or　inhibition　by　smino 　aci 〔ls　 of 　acjd 　pr   duction　of 　lactic

　 　 　 acid 　bacteria

The 　ratio （％ ） of　the　 amount 　 of 　acid 　fomed 　in　sk 正m 　milk 　 w 比11　 al亘 added 　aminQ 　 acid 　to　the

amQunt 　 of 　acid 　 f〔レrmed 、、1tllouし an 　 added 　an しino　 acid 照 s　 cal 〔ulated ．　 The 　 amounts 　 of 　 acid

produced 　by 　each 　lacL正c 　acid 　bacterium　are 　sh （⊃“咀 ill　figs、1−3．　F〔，r　l α 〔
・
’．　casei 　subsp ．　casei 　S−1

and 　Lacr．‘ asei 　YIT−9〔｝18，　the　data　from　Fig．20f 　the　previous 　paper
」
　were 　used ，　and 　for　Srr．

sa ”レα 厂ius　subsp ．　therm 【）phi’u．s　510，　the　data　sh 〔｝wTl　in　Nakashima ”　were 　used ．［：コ，　st．il皿 ulat ｝on ；

■ ，ilしhibiUun．

　（D　酸生 成を促進する ア ミ ノ 酸，阻害するア ミノ酸，

影響を 与 え な い ア ミ ノ 酸は 各菌株 に よ っ て
， それ ぞ れ

異な っ た，また，同じア ミ ノ 酸が菌株が異なる と促進

する こ とも阻害す る こ ともあ っ た．

　（e） tr シ ス テ イ ン，［t一シ ス チ ン は lactobacillus　g 菌

株 の 酸 生 成 を促進 した が， 1菌株は 阻 害した．グ リ シ

ン は ［Xl｛
・tobacillus の 4 菌株を促進 した が ， 1菌株は著

しく阻害 した．
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　  　そ の ほ か ，L一リ ジ ン ，　 L一ヒ ス チ ジ ン など数種類

の ア ミ ノ 酸が 菌株に よ っ て は促進効果を示 した．

　（4） 酸生成を全体的 に 阻害す る傾向があ る ア ミ ノ酸

は
，

L一ア ス パ ラ ギ ン 酸，　 L一イ ソ ロ イ シ ン，　 L一ロ イ シ ン，

い メ チ オ ニ ン で あ っ た．また，L
一
ア ラ ニ ン ，［．一グ ル タ

ミ ン 酸，い セ リ ン ほ か 数種類 の ア ミ ノ 酸が 菌株 に よ っ

て は 阻害効果を示 し た．

　（5） 結局，供試 した 12菌株中 Lactocoecu，s の 2 菌株

以 外 の 10 菌株の 酸生成は，それ ぞ れ 1 種ある い は数

種類の ア ミ ノ 酸で促進され た ．また
，
Lactobacitl”s の

2 菌株以外の 10繭株は 1種あるい は 数種類 の ア ミ ノ

酸で 陥害され た．

　本報告の 大要は 平成元年度第 41 回 日本家政学会大

会 （東京 〕 で 発表 した．
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